XXX劇団
【XXXXXXX】─台日演劇文化共同制作公演計画書　概要
	計画名
	【XXX】─台日演劇文化共同制作公演計画

	目　的
	一、台湾における日本演劇芸術文化のプレゼンスを高める
二、台湾と日本演劇芸術交流の深め及びそれに対する認識を深める
三、台日国際芸術文化交流の推進
四、人文的な角度から第二次世界大戦下の人道を振り返る

	出演予定日
	

	主催者
	XXXXXXXX劇団

	概　要
	《XXXXXXX》舞台劇の公演により、第二次世界大戦における中国、日本そして台湾の時代的な意味を改めて探るとともに、「戦争に正しいも間違いも無い」ということを主張する。日本人は軍国主義の下においても、温かみと頑丈な性格を備える、一方、中国人は国家主義の重圧の中、全人類を一つの家族として見なす。身分意識に不安を感じている台湾人は、それでも、歴史の流れの中嘗ては中国人であると同時に、日本人でもある。とはいえ、台湾という土地に対する思いと感情はひとつたりとも損なわれない。
【公演内容のご紹介】
第１話

林に佇む朽ちて崩れた壁、
天井の隅から藤のつると木の根がはみ出し、鮮やかな緑をしているコケが三面の白き壁に広々と生え、遠くから日差しが差し込む。
飛び交う小銃とマシンガンの銃声を遠く近くに轟かせている。さらに遠いところから、たまに手投げ弾の爆音が聞こえてくる。
銃声にともなうのは、ジャングルの雑草と大きな葉っぱが踏まれたり弾かれたりした音。
第２話

動かないコンパス、止まる腕時計、時間はあだかも朽ちて崩れてた壁のように凍りついた。       

飢えた声が回り込み、乾いた唇が震え、風に起こされた一枚の枯れ葉は災厄の夜とともに林の中で散り去った。
中国語、日本語、台湾語、英語、部屋に同時に飛び交う言語、コミュニケーションは決して言語で決まるわけではないというが、中国と日本は敵対国であることは変わらぬ事実であり、人と幽霊が結びつくことはないようだ。
しかし、死に向かう真っ最中は、何もかも重要なことではなくなる。死に直面する際、みんなは平等の立場にあり、上下も優劣もない。
第３話

銃に撃たれた人がいる、

歌を歌っている人もいる、

子供を連れ台湾に渡ってきた東洋女子が息子に教える一曲の歌、故郷の曲調。
日本人の軍人が歌っている。北海道にいる母親から教わった歌を、
この瞬間、われわれはただの人間であり、

寒く飢えている体、人の心と魂を削っていく。

木の皮と雑草を食べ尽くしたら、人の肉を食べるしかない。

「私たちはタイキを食べじゃだめだ。彼は君の部下で、台湾で一緒にいてくれた私の仲間だ。」中国人の軍人が言った。
「いいから、タイキの母親と約束をしたんだ。タイキを連れて帰る」と日本人の軍人が返答した。
タイキの肉を食べ、体に飲み込み、そして、家へ連れ戻す。

【台湾の公演期日】
略
【日本の公演期日】

略


	予想効果
	一、台湾人に第二次世界大戦の日本に対して新たな考え方を提示する一方、日本人と在日台湾人を対象に、台湾と日本二つの国の芸術家が一緒に作った文化的な見方を理解してもらう。
二、台湾人に日本小劇場の文化を触れさせるとともに、本計画の芸術団体ヨリミチと制作者の曽根有也を紹介することにより、台湾市場における日本芸術の認知度を高める。
三、日本以外の国にも日本の劇文化とヴィジョンを広める。
四、今回の企画を通して、台湾と日本劇場の芸術的交流を活発化させるとともに、お互いの劇場芸術家に新たな分野における提携の可能性を提示する。

五、当活動の披露により、利益にあずかる人数はおよそ2,200人に達する。


	総予算経費
	             台湾ドル

	公益財団法人交流協会
申込金額
	             台湾ドル (自己資金         台湾ドル)

	申込者
	 制作者  ＸＸＸ
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